
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年６月 南魚沼市議会定例会 
一般質問順位表 

質問順位 議席番号 質  問  者 日程 

1 2 野  口  勉  悠 

１５日 

（月） 

2 1 神  保  貴  雄 

3 16 寺  口  友  彦 

4 3 笠  原  大  輔 

5 13 中  沢  道  夫 

6 18 中  沢  一  博 

１６日 

（火） 

7 11 目  黒  哲  也 

8 4 山  田     勝 

9 7 上  村 寿 美 子 

10 9 大  平     剛 

１７日 

（水） 

11 10 阿  部  一  郎 

12 5 黒  岩  揺  光 

13 14 田  中 せ つ 子 

14 8 梅  沢  道  男 

計  １４名 



 

 

【質問方式】（質問制限時間は、いずれも答弁時間を含め 60分） 

 

一括質問一括答弁方式： 全質問項目を一括して行い、答弁も一括して行う。 

（初回は登壇して行い、質問回数は３回まで。） 

一問一答方式： 質問及び答弁を一問ずつ行う。（ただし初回の質問は、登

壇して最初の質問項目のみをまとめて行う。質問回数に

制限なし） 

複合型一問一答方式： 一問一答方式において、質問大項目の最初の質問はまと

めて行い、以降は一問ずつ行う。（質問回数に制限なし） 



－1－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

１ 
 

 １ 塩沢織物のＰＲについて 

 

 （１）市は織物のプロモーションを考えているか。 

 

 （２）織物のＰＲに地域おこし協力隊の参画予定は。 

 

 （３）着物イベントの開催予定は。 

 

 

 ２ 南魚沼市デザイン力向上について 

 

 （１）市はゼッピンディナーバスなどのイベントをどうデザインしてきたか。 

 

 （２）市として個人事業主の販売力向上に寄与していることはあるか。 

 

 （３）講師を招いて講座などを開く予定はあるか。 

 

 

 ３ 原付・小型特殊自動車のご当地ナンバープレートの予定は 

 

 

 ４ 市配布物のＷｅｂ化を検討しているか 

 

 

 

議 席 

２ 

野

口

勉

悠 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－2－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

２ 
 

 １ 若い世代が安心して出産・子育てできる環境づくりについて 

 

 （１）出産費用の実態及び出産育児一時金 50万円を超える自己負担の発生状

況は。 

 

 （２）若い世代の出産不安軽減に向けた実態把握の必要性は。 

 

 （３）若い世代が希望する子どもの数を実現できる環境づくりをどのように

進める考えか。 

 

 

 ２ 国際大学を生かした教育環境の価値創出について 

 

 （１）国際大学関係児童生徒の受入れがもたらす教育的効果とその活用は。 

 

 （２）国際大学を生かした教育環境の価値向上の考えは。 

 

 （３）大和中学校及び大和公民館整備における多文化交流推進について、市

長の見解は。 

 

 

 ３ 部活動地域移行における子どもの安全な移動体制について 

 

 （１）遠征・大会等における移動の安全基準は。 

 

 （２）遠征・大会等における事故発生時の責任及び対応体制は。 

 

 （３）地域クラブ活動への参加を支える移動支援の考えは。 

 

議 席 

１ 

神

保

貴

雄 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－3－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

３ 
 

 １ ゆきぐに健友館ＡＩでの住民健診について 

 

   ゆきぐに健友館ＡＩにおいて、駐車スペース探しと健診に時間がかかり

すぎている。この問題を早期に改善すべきではないか。 

 

 

 ２ ナショナルサイクルルートに採択された場合について 

 

   ナショナルサイクルルートに採択された場合は、自転車による市民の健

康づくりをどう創生していくのか。 

 

 

 ３ みどりの食料システム戦略について 

 

   みどりの食料システム法による補助事業の義務化に合わせ、もみ殻ボイ

ラーの活用を積極的に打ち出すべきではないか。 

 

 

 ４ 大学との包括連携協定について 

 

   大学との包括連携協定を市内製造企業の人材確保に生かす考えはない

か。 

 

 

 

議 席 

１６ 

寺

口

友

彦 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－4－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

４ 
 

 １ 大和地域包括医療センターの移転新築について 

 

   大和地域包括医療センターは、令和９年度中の完成を目標に移転新築事

業が進められている。実施設計の工期延長、建設予定地の立地条件、建築

資材高騰の影響を踏まえ、事業の進捗状況と今後の見通しについて伺う。 

 

 （１）盛土規制法への対応に伴う実施設計の工期延長は、開設時期に影響を

及ぼさないのか。 

 

 （２）建設予定地が線路及び国道に囲まれていることにより、建設規制等の

影響は生じないのか。 

 

 （３）建築資材が高騰する中、工事は予算の範囲内で進められる見込みか。 

 

 

 ２ 診療報酬改定による影響について 

 

   新聞報道では、魚沼基幹病院の令和７年度決算が黒字となる一方で、新

潟県病院局の令和７年度病院事業会計は赤字とされている。医療機関を取

り巻く経営環境が厳しさを増す中、令和８年６月１日からの診療報酬改定

が、南魚沼市病院事業に与える影響について伺う。 

 

 （１）診療報酬改定は、南魚沼市病院事業にどのような影響を及ぼすのか。 

 

 （２）改定を踏まえ、南魚沼市病院事業における医療の再々編に影響はある

のか。 

 

 

議 席 

３ 

笠

原

大

輔 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－5－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

５ 
 

   イラン戦争の影響から暮らしと営業を守るために 

 

   イラン攻撃とホルムズ海峡の事実上の封鎖は、日本経済と国民生活に深

刻な影響を及ぼしており、国・自治体を挙げた支援策が緊急に求められて

いる。 

 

（１）今回の事態における市民への影響をどのように把握しているのか。 

 

（２）市民や零細企業の状況をどのように国に伝え、どのような要請を国に

対して行っているのか。 

 

 （３）緊急融資などを含む、市独自の支援策をどのように考えているのか。 

 

 （４）最大の対策は一日も早い戦争の終結である。日本政府に対して、戦争

を終わらせる合意に至るよう、国際社会と連帯して外交努力を強めるよ

う求めるべきではないか。 

 

議 席 

１３ 

中

沢

道

夫 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－6－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

６ 
 

 １ 在宅介護家族への支援拡充について 

 

   長引く物価高騰が市民生活、特に医療・介護を必要とする世帯の家計を

直撃している中、家族が日々血のにじむような努力で高齢者を支えてい

る。住み慣れた地域や自宅での介護は、地域包括ケアシステム推進の大事

な部分である。そこで、在宅要介護高齢者家族手当に絞った中で伺う。 

 

 （１）介護施設と在宅介護との行政負担の差額月額約 20 万円という現実に対

し、在宅介護をしている家族が果たしている財政的貢献を市長はどう評

価しているか。 

 

 （２）現在の物価高騰に対し、年間３万円の手当が重度要介護者を抱える家

族の負担軽減として十分であると認識しているか。 

 

 （３）在宅要介護高齢者家族手当に物価高騰対策の加算をすべきと考えるが、

見解を伺う。 

 

 

 ２ 市内事業者・市民へのＬＥＤ化支援について 

 

 （１）国や自治体が公共施設のＬＥＤ化を推進する一方で、市内事業者や市

民への周知が十分とは言えない。2027年蛍光灯製造禁止に対し、市内事

業者や市民への影響をどう捉えているか。 

 

 （２）市の基幹産業である観光業のホテルや旅館等におけるＬＥＤ化の現状

と経営リスクへの懸念は。 

 

 （３）器具交換を伴わない暫定的なＬＥＤ化による通電火災の危険性と安全

対策は。 

 

 （４）市内事業者及び市民に対する市独自のＬＥＤ化促進支援策は。 

議 席 

１８ 

中

沢

一

博 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－7－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

７ 
 

   部活動の地域展開の現状について 

 

   全国的に少子化による部活動の維持困難、教員の働き方改革、指導の質

の向上と多様なニーズへの対応等の課題があることから、当市でも学校内

だけでなく地域と連携した地域クラブ活動への展開を令和８年４月から

進めている。 

   これまでの部活動は、単なる技術や競技力の向上にとどまらず、自主性・

協調性の育成、豊かな人間関係の構築、心身の健康増進という３つの大き

な教育的意義を持ち、学級や学年を超えた集団活動の中で、社会で生きる

実践的な力を学べる場として位置づけられてきた。学校教育の一環として

教員が担ってきたことで、全ての生徒が希望する部活動に所属し、スポー

ツや文化活動に参加する機会が確保され、また能力差や適性に配慮された

公平性、そして従来は学校やＰＴＡが一定の支援を行ってきたため経済的

な格差が生じにくかった。 

 

 （１）生徒の部活動への参加状況は。 

 

 （２）教員の負担は実際に軽減されたのか。 

 

 （３）地域クラブの指導者の確保状況は。 

 

 （４）地域クラブが活動する会場の確保状況は。 

 

 （５）生徒や保護者への活動費や活動場所への移動について負担感の実情と

大会や遠征等に利用するバス支援の利用状況は。 

 

 （６）万が一のけがや事故に備えて傷害保険には加入していると思うが、全

地域クラブで賠償責任保険にも加入しているのか。 

 

議 席 

１１ 

目

黒

哲

也 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－8－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

８ 
 

 １ 消防署の職場環境について 

 

   消防という仕事は 24時間体制で地域を支える重要な職務であり、職場環

境が適切に整備されていることが市民の安全と安心に直結すると考える。 

 

 （１）宿直室等の現状は。 

 

 （２）女性職員の職場環境の整備状況は。 

 

 （３）消防指令室や仮眠室等における空気清浄機などの空調・換気設備の設

置状況は。 

 

 

 ２ 浦佐駅東口南側の交通環境及び駐車対策について 

 

   浦佐駅東口南側のＪＲ沿線の市道に路上駐車が発生している。歩行者動

線、地域住民への影響なども含めた総合的な交通環境整備が必要と考え

る。 

   駅利用者に対する駐車場不足も指摘されており、市としての現状確認と

今後の対応について伺う。 

 

 （１）市道の路上駐車及び民間駐車場の現状をどのように把握しているのか。 

 

 （２）当該地区の交通環境について、警察及び周辺地区との話し合いや情報

共有を行っているのか。 

 

 （３）市有地を活用して新たに簡易な駐車場の設置など、現実的な対応策を

検討しているのか。 

 

議 席 

４ 

山

田

 

勝 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－9－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

９ 
 

   子どもの夢と自立を支える取組について 

 

   本市では妊娠、出産、保育、医療など様々な子育て支援の充実が図られ

ており、その取組は大いに評価するところである。 

   一方で、子どもの成長に伴い、習い事や部活動、高校、大学、専門学校へ

の進学など、教育に係る負担は大きくなり、子どもが就職するまでの間、

保護者の負担や不安は続いていく。 

   人生には子育てだけではなく、就職、病気、介護など様々な踏ん張りど

きがある。市民一人一人にも覚悟や責任が必要だが、一人の力だけでは乗

り越えられない場面もある。 

   本市では大規模事業や施設整備も進められているが、将来世代にとって、

あってよかったと思えるようなまちにしていくという視点も重要である。

困難や壁に直面したときにこのまちならなんとかなると思える安心感や

支えが、将来世代にとって、希望を持って暮らし続けられるまちにつなが

るのではないかと考える。 

   また、多子世帯への支援は様々な形で行われているが、上の子が就職な

どにより扶養から外れることで、多子世帯としての対象から外れてしまう

ケースもある。しかし、実際には外れた上の子の教育費の返済、下の子の

教育費や生活費の負担は続いており、家庭の経済的負担が急に軽くなるわ

けではない。苦労してきた親の姿を見てきた子が親となり、２人目、３人

目を諦めるという話も聞く。同じような思いを抱えている家庭がほかにも

あると思っている。 

 

 （１）義務教育後の教育に係る負担の実態を把握しているか。 

 

 （２）多子世帯が無条件で受けられる支援へ変更や緩和の検討はあるか。 

 

 （３）子どもの進学、自立を支える家庭への支援についてどのように考えて

いるのか。 

 

 （４）子どもの成長や自立を支える家庭が安心して暮らせる環境を市長はど

う考えるのか。 

議 席 

７ 

上

村

寿

美

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 



－10－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

１０ 
 

 １ 市道の整備について 

 

 （１）長期的なインフラ維持についての方策は。 

 

 （２）交通事故防止についての方策は。 

 

 （３）雪国魚沼Ｇｏｌｄｅｎ Ｃｙｃｌｅ Ｒｏｕｔｅのさらなる整備の考え

は。 

 

 

 ２ 南魚沼市学校給食センターの活用について 

 

   令和８年４月から運営を開始した南魚沼市学校給食センターの活用につ

いて、考えを伺う。 

議 席 

９ 

大

平

 

剛 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－11－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

１１ 
 

 １ 二酸化炭素排出量削減の取組縮小について 

 

   地球温暖化対策推進法の基本理念に賛同する形で、南魚沼市も 2050年ま

でに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指すことを公式に宣言し、様々な取組

が行われている。しかし、日本が 2050 年までに二酸化炭素排出量を実質

ゼロにしても、世界の気温上昇を抑える効果はわずか 0.006度程度である

ことが知られており、地方自治体の投資として費用対効果を冷静に見極め

る必要があると考える。 

   本市の気候風土において費用対効果の低い太陽光や電気自動車に関する

事業は一旦凍結し、その財源を南魚沼ならではの再生可能エネルギー事業

や、市民の切実な声がある医療、教育、除雪や熊対策をはじめとする安全

安心な生活のための事業に賢く分配すべきではないかと考えるが、市長の

考えを問う。 

 

 

 ２ 防犯カメラの計画的な設置について 

 

   匿名・流動型犯罪が全国で多発し、深刻な社会問題となっている。犯罪

の事前抑止及び事後の迅速な捜査において、防犯カメラの存在は極めて有

効な手段であると考える。通学路や主要な交差点、公共施設等に防犯カメ

ラを計画的に設置するとともに、市内の事業者や個人が屋外向け防犯カメ

ラを設置する際の費用補助制度の創設が必要と考えるが、市長の見解を問

う。 

 

 

 ３ 国際大学と北里大学間の道路整備について 

 

   南魚沼市には世界に開かれた国際大学と、医療の未来を担う北里大学健

康科学部という宝のような２つの高等教育機関が、僅か１キロメートルほ

ど離れた位置に存在している。これら２つの大学をほぼ直線でつなぐ道路

があるが、狭隘・未舗装となっており、両大学を行き来する際に利用でき

ない状況にある。教育・医療・地域を結ぶ重要なインフラとしても大きな

役割を担うこの道路整備について、市長の考えを問う。 

議 席 

１０ 

阿

部

一

郎 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－12－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

１２ 
 

 １ 将来世代に負担を負わせない政治を 

 

   市の財政計画では、令和６年度から令和８年度の建設事業費は合計で 128

億円を予定していたが、実際には 250億円となった。大和中学校の改築な

ど、予定されていなかった大規模建設事業が次々に実施され、建物の除却

費用や維持管理費が、将来世代にのしかかることになりかねない。大和中

学校は耐用年数 80年だが、築 55年の段階で改築することについて、これ

までの議会での説明では不十分であったと思う。将来世代を不安にさせな

いために、以下、３点伺う。 

 

 （１）当初、大和中学校の整備方針は改築か長寿命化であった。なぜ、改築す

ることになったのか。 

 

 （２）これまでの議会への説明は正確であったと思うか。 

 

 （３）今後も、同様の説明方法で建設事業を進めていくのか。 

 

 

 ２ ひきこもりの実態調査を 

 

   内閣府によると全国で 50人に１人がひきこもりになっている。全国の半

数以上の自治体がひきこもりの実態調査をしているが、当市も調査をすべ

きではないか。 

 

 

 ３ 国際地方都市を南魚沼の新たなブランドに 

 

   令和９年に国際フロンティア高校が市内に開校予定であり、60か国から

の住民がいる国際地方都市・南魚沼をブランド化していく最大のチャンス

だ。小中一貫のインターナショナルスクール誘致や国際大学の学部創設な

ど、様々な取組が考えられるが、このチャンスをどのような地域活性につ

なげていこうと考えているのか。 

議 席 

５ 

黒

岩

揺

光 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－13－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

１３ 
 

 １ 自衛官募集事務に係る対象者情報の提供について 

 

   令和３年２月５日付け防衛省・総務省の通知により、募集に必要な情報

の資料提出を防衛大臣が市区町村の長に求めることができ、資料として住

民基本台帳の一部の写しを用いることは住民基本台帳法上、特段の問題を

生ずるものではないと明確化された。 

   しかし、県内では情報提供を市民に周知したり除外申請制度を設ける自

治体もあり、当市でも個人情報の提供を拒む権利の確保は重要と考える。 

 

 （１）自衛官募集事務に係る対象者情報提供の現状は。 

 

 （２）情報提供除外申請制度の必要性をどう考えているか。 

 

 

 ２ ごみの減量化と再資源化の推進について 

 

   ごみの減量化は地球温暖化対策にもつながり、再資源化は今の世界情勢

から石油由来の資源節約のためにも必要になっている。一般廃棄物処理基

本計画に、市民・事業者・行政が適切な役割を担い３Ｒを推進するとある。

行政が先頭に立って取り組むことが、ますます重要になっていると考え

る。 

 

 （１）庁舎内のごみ減量化と再資源化の取組状況は。 

 

 （２）学校給食残渣の堆肥化の取組を進めるべきと思うが、現状と課題は。 

 

議 席 

１４ 

田

中

せ

つ

子 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 



－14－ 
 

 

質 問

順 位 
質  問  内  容 

１４ 
 

 １ 受付窓口の時間短縮に向けた取組について 

 

   優秀な人材の確保には、ＤＸ化の推進も含め、市役所が選ばれる職場に

なることが重要である。そのためには、様々な働き方改革の推進も必要と

なる。 

   その一貫として、全国的にも進められている市役所窓口の受付時間短縮

に向けた取組を進める必要があると思うが、考えを伺う。 

 

 

 ２ ハラスメント対策の強化に向けた防止指針の改定を 

 

   労働施策総合推進法などでは、事業主に職場内のハラスメント防止対策

を義務付けており、地方公務員にも適用されるため、自治体は規則や指針

といった内規でルール化している。 

   しかし、市長や副市長、教育長、病院事業管理者等の位置付けが明確に

なっていない。 

   職場におけるハラスメント対策は、非常に重要な取組の一つである。こ

の整備状況は、選ばれる職場の重要な要素でもあることから早急な対策の

強化が必要だと思うが、以下について伺う。 

 

 （１）南魚沼市職員ハラスメント防止指針の対象にも、明確に市長や副市長、

教育長、病院事業管理者等も対象であることを明記することが必要では

ないか。 

 

 （２）独立した第三者相談窓口の設置が必要ではないか。 

 

 （３）実態把握のため職員アンケートを定期的に実施し、結果を公表するこ

とが必要ではないか。 

議 席 

８ 

梅

沢

道

男 

（
一
問
一
答
方
式
） 

 


